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国立大学法人長岡技術科学大学 

 

 

「“コメどころ”新潟地域共創による資源完全循環型バイオコミュニティ拠点」として 

ＪＳＴ共創の場形成支援プログラム（ＣＯＩ－ＮＥＸＴ）に採択されました 

 

 

 ＪＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）の「共創の場形成支援プログラム（ＣＯＩ－ＮＥＸ

Ｔ）」の地域共創分野・本格型に採択されました。地域共創分野・本格型には全国から 18件の申請があ

り、そのうち３件が採択されました。 

 

【プログラムについて】 

 共創の場形成支援プログラムは、大学等が中心となって未来のあるべき社会像（拠点ビジョン）を策定

し、その実現に向けた研究開発を推進するとともに、プロジェクト終了後も、持続的に成果を創出する自

立した産学官共創拠点の形成を目指す産学連携プログラムです。 

 地域共創分野は令和３年度から新設された制度で、地域の社会課題解決や地域経済の発展を目的とし

た、自立的・持続的な地域産学官共創拠点の形成を目指すものです。 

 

【提案の概要】 

 新潟県はコメ産出額・輸出額共に全国１位の“コメどころ”として広く知られていますが、コメの価格

下落や農業従事者の高齢化・後継者不足によって、農家の経営が非常に厳しい状況です。県内の人口減少

も加速しており、“コメどころ”新潟の衰退・消滅の危機が迫っています。その中で、長岡市では地域の資

源循環に着目し、令和３年には内閣府による地域バイオコミュニティ（※）に全国４拠点の１つとして認

定され、地域としての機運は高まっています。 

 本学では地域の課題を解決するために、農家や米菓製造業者などを始めとする地域のステークホルダー

との間で「10年後にありたい将来の姿（ビジョン）」について議論を重ねました。そのうえで、農家が安定

的にコメ作りを続けていける環境、また生産されたコメを活用して製造業が付加価値の高い製品を生み出

すことが重要であるとの意識を皆で共有し、地域全体が「田んぼ」とのつながりを意識して、地域の宝で

ある「田んぼ」を守り続けるための研究開発を進めてまいります。 

 本プロジェクトには 13の大学や教育・研究機関、20社に及ぶ企業、２金融機関、県内９自治体が参画し

ており、ビジョンを共有して研究開発を推進していくほか、イベントやセミナー等を通じた地域との対話

を大切にして、地域の課題に貢献できるようプロジェクトを推進してまいります。 
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【キックオフシンポジウムの開催】 

 今回の採択を受けて、令和４年 11月にキックオフシンポジウムを開催いたします。イベントの詳細につ

きましては別途ご案内いたしますので、取材くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

“コメどころ”新潟地域共創による資源完全循環型バイオコミュニティ拠点キックオフイベント 

日時：令和４年 11月 18日（金）14：00～ 

会場：アオーレ長岡 ホール A（新潟県長岡市大手通１丁目４−１０） ※オンライン配信も予定 

 

【研究開発プロジェクトの概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域バイオコミュニティ：バイオ関連市場の拡大に向けて、地域に応じた特色あるバイオ分野の取組を

展開するコミュニティを内閣府が認定するもので、令和３年度は４拠点（北海道、鶴岡、長岡、福岡）が

認定を受けました。 

 

＜参考＞ 

ＪＳＴ共創の場形成支援プログラム：https://www.jst.go.jp/pf/platform/ 

バイオコミュニティ 未来創造都市ながおか：https://nagaoka-biocommunity.jp/ 

 

【お問い合わせ先】           

長岡技術科学大学             

COI-NEXT拠点運営機構（事務局）     

Mail：coi-next@jcom.nagaokaut.ac.jp  
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